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東工大元素戦略拠点	
  (TIES)	


ミュオンと中性子で観る	
  
LaFeAsO1-­‐xHx高ドープ域における反強磁性磁気秩序	
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実験結果	


x = 0.51	


中性子TOF法	

・大強度の白色中性子

を利用できる 
 
・多数の検出器を配置

することによる、高い中

性子検出効率 
 
・BL21(NOVA)とBL08
(S-HRPD)で実験 

ミュオンと中性子プ
ローブにより、 
 
・高ドープ域における
磁気秩序の直接観測、 
 
・第二反強磁性相
（AF2）の相図を決定。 
 
推測 
　x ~ 0.5が、第二超伝
導ドーム（SC2）を産み
出す第二母物質か？	
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実験データ

(La,Nd)FeAsO
Q // [1/2, 1/2, 1/2]
m // Qab

(Ce,Pr)FeAsO
Q // [1/2, 1/2, 0]
m // Qab

No example
Q // [1/2, 1/2, 0]
m     Qab
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反強磁性磁気構造	


New!	


Material QT m Fe moment Reference 
LaFeAsO [1/2, 1/2, 1/2] m // QT,ab 0.63 µB Qureshi (10) 
CeFeAsO [1/2, 1/2, 0] 〃 0.8 µB  Zhao (08) 
PrFeAsO [1/2, 1/2, 0] 〃 0.48 µB Zhao (08) 

CaFe2As2 [1/2, 1/2, 1] 〃 0.8 µB Goldman (08) 

SrFe2As2 [1/2, 1/2, 1] 〃 0.94 µB Zhao (08) 

Fe1.068Te [1/2, 0, 1/2] m _|_ QT,ab 2.25 µB Li (09) 

LaFeAsO0.49H0.51 [1/2, 1/2, 0] 〃 1.2 µB Present work 

鉄系超伝導体における新しい磁気構造 

【目的】　 磁性と超伝導の相関を知る上で、第二超伝導ドームよりも

更に高ドープ側において、どのような磁気相関が存在するのか明ら

かにする。 

【背景】 
・鉄系超伝導体は、銅酸化物超伝導体に次ぐ高い超伝導転移温度を示す。 
・その超伝導発現機構の解明は、固体物性において重要な研究課題の一つ。 
・反強磁性磁気秩序を示す母相（x = 0）へのキャリアドープやバンド幅操作により、超
伝導が発現。→鉄系超伝導においても、磁気相関が超伝導に重要な役割。 
・水素置換系LaFeAsO1-xHxで見出された第二超伝導ドーム（0.2 < x < 0.4) [S. Iimura 
et al., Nat. Commun. (2012)] は、銅酸化物超伝導体には見られない特徴。 

【マルチプローブ】　 KEK物構研では、微視的・動的磁性研究に最
適な量子ビーム「ミュオン」と「中性子」を利用する実験装置を、J-
PARC/MLF施設内に設置している。その両者を相補的に用いて、
迅速に磁性研究を進めることが可能である。 


